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先 稿,AStudyofCOLOURusedinFairlyTalesbyOscarWilde(大 手前 女子短 期

大 学 ・大 手前 栄 養文化 学院 「研究 集録 」昭和61年4月 発 行)で は ワイル ドのFairlyTales

中の 色彩 に つ いて考 察 した。 それ に よる と,特 に,金(黄),銀(白)と い う光 に相 当す

る色彩 を多用 す る こ とに よって,彼 自身 は持 ち前 のキ リス ト教 的精神 を存分 に童 話 の中に

注 入 し,見 事 な童 話 の世 界 を展開 して いた ことが判 明 した。1884年 の第一 童 話 集,7偽 θ

Hα ρρッPγ 加8α π4α 加 γ7bZ6∫ の中に7舵N徳 玩伽gα あ αη4飴8Ro∫6と い う物 語

があ る。Nightingaleが,1本 の赤 いバ ラの花 を欲す る学 生の ため に 自分 の命 を捨 て て赤

いバ ラの花 を咲かせ る とい うプ ロ ッ トで あ る。 満 月の 日にバ ラの木 の棘 に心臓を 突 き さし

て 自分 の血 で赤 いバ ラを開花 させ るので あ るが,冷 た い女 神 の よ うな月 の白 さ と赤 く 染

ま ってい くバ ラの花 の コン トラス トが見 事で あ る。 そ して冷や やか な月 に向か っ て 歌 う

Nightingaleの 姿 は,ま さ し く7%6Cα η≠εru沼6Gho∫ 孟の中 の次 の文 を想起 させ る。

Loveisalwayswithyou,andLoveisstrongerthanDeathis.(1}

富士川義之氏は,「 世紀末の美 と夢3(イ ギ リス)美 神 と殉教者」の中で,ウ ォル タ ー
②

ペ イ ターの考 え方 に触れ て,r死 の意識 に よって活気 づ いた美 への欲 求』 とい う表 現 を し

てい るが,ま さにNightingaleは 死 を意 識す る こ とで生 に超越的 意義 を見 いだ した もの と

考 え られ る。

また ワイル ドが,NightingaleとRoseと い う組 み合 わせ を考 えた こ とに言 及 してみ たい。

加藤 憲市 氏 は,そ の著 「英 米文学 植物 民俗誌 」 の 中で次 の よ うに述べ てい る。rペ ル シャ

で,roseを 手折 れ ぽナ イチ ソゲ ールが鳴 くとい うのは,こ の花 の赤 い色は この鳥 の血 で染
(3)

まっているか らだ とい う。』 また加藤 さだ氏は,そ の著 「英文学植物考」の中 でrこ れは
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自分の血で赤 く染めたば らに歌 うナイチンゲール とい うペル シャの 伝 説 に 基 づ く と い
く　エ

う。』 と記 して い る。 ワイル ドが学生 時代 か らヘ レニズム文 化 に傾倒 していた こ とを 考 え

あわせ る と,こ の物 語 はペ ル シャの伝説 か ら題材 を得 た もの と推断 で きる。 またRose

に関 連 してrosewaterと い う句 も 第二童 話集 に登場 す る。 これ もペル シ ャ文 学 の中 に王

　
(Shah)に 献 上す る貴 重 なバ ラ香 水(attar)と あ る よ うに,そ れ にちな んだ もので あろ う。

更 にrosewaterは 本稿 で取 り扱 う7加Pゴ6吻 ア6げDor忽 ηGア αッ 第十 九章 の 冒頭 の部 分

に も登 場す る。

ヘ ン リー卿 が,バ ラ香 水 の中 に細長 く白い指を 浸 しなが ら言 う科 白,

`Th
ereisnouseyourtellingmethatyouaregoingtobegood,'criedLord

Henry,dippinghiswhitefingersintoaredcopperbowlfilledwithγ058・

　

ω α'6プ.`You'requiteperfect.Pray,don'tchange.'

の貴重 な背 景 にな って い る。

次 に1891年 に出版 され た第二童 話 集7伽Ho邸8qlPozη69プ απα'6∫につ い て言及 した

い。題 名 にPomegranateと い う夏 の 日に燃 え る火 の よ うな赤 い花 の名がつ いてい る。富

士川義之氏の表現を働 れば,こ 細 ま,ワ ィ・レドの美に対す る欲求の肥大イ`瓦 考え られ

るが ・英 国芸術 のルネ サ ンスを 目差 す ワイル ドに とって,Pomegranateは 既成道 徳 を混 乱

させ ・暗 闇 の英 国 を覚醒 させ るに充分 な情熱 の真紅 の花 な のであ る。Pomegranateの 花言
(8)(9)

葉 はfoolishnessで あ り,fertility,wealthの 象徴 であ るこ とを考 え あわ せ る とParadox

を 得意 とす る ワイル ドが・ この よ うなタ イ トル をつけ たの は意 図的で あ った と想 定で きる
。

　
また彼 は・ 自分 の詩LABELLADONNADELLAMIAMENTEの 中 の一 節 で も次 の

よ うに官能 的 にPomegranateを 用 いてい る。

Asaρ αη2897α ηα'6,cutintwaill,

White・seeded,ishercrimsonmouth,

Hercheeksareasthefadingstain

の

Wherethepeachreddenstothesouth.

更 に7乃6疏 γ漉4α ツげ 彦舵1が απ如 の舞 台が スペ イ ンの宮廷 で あ り,ス ペイ ンの国花

がPomegranateで あ る こと もつ け加 え てお きた い。

ワイル ドが新 しい唯 美主 義 の象徴 として ,Sunflowerを いつ も胸 に さ して歩 いた よ う

に,こ のPomegranateは 心 の中で焔 の よ うに燃 えて いたに違 い ない。

この よ うに二 つ の童話 集を 調べ る と・RoseやPomegranateに 象微 され る よ うに
,か
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な り意 識的 な花 の使 い方が 見 うけ られ,ワ イル ドの童話 のか な り重 要 な要 素 とな っ七い る。

また彼 の童話 にはRose,Pomegranate以 外 に も次 の よ うな花が登 場す る。

almond;anemone;bulrush;clove.pink;columbine;cowslip;daffodil;

damaskRose;Fair・maidsofFrance;Flower-de.luce;Gilly・flower;hyacinth-

blossom;iris;Ladysmock;lemon;lilacCrocus;1ily;Majoram;narcissus;

orange;palm・tree;poPPy;primrose;Shepherds'・purses;Sweet-williams;

tulip;violet;wildBasil.

本稿では 先稿 の関連において,ワ イル ドの唯一の長編小説であ る7伽jpガ 伽76q〆

Do7勿 ηGプαッの中で用 いられ ている花及びその関係を調査 し,ワ イル ドが,い かに象徴的

に,そ れ らを使 って物語に効果を与 えたかを考察 してみ よ うとす るものである。

本 文(1)

thoseprimaryconditionsofreceptiveexpectationwhichsooftenprecedethe

presentationofpsychicalphenomena.(1跡

上記引用文の ように心霊現象の出現の前に,そ れを予期 して受け入れ ようとす る気持ち

が起 こることがある。 まさしくこれか ら考察 していこ うとす る作 品 η}θ 湾6伽78{ゾ

Doガ αηGプαツ の第一章の冒頭は,ま さに これか ら起 ころ うとす る現象を間接的に暗示 し

ているよ うである。それは甘美な囁 きにも似た危険で妖 しいムー ドを漂わせる。

Thestudiowasfilledwiththerichodourofroses,andwhenthelightsum-

merwindstirredamidstthetreesofthegarden,therecamethroughthe

opendoortheheavyscentofthelilac,orthemoredelicateperfumeofthe

pink.floweringthorn.(1紛

美の使者 とも言われ ていた ワイル ドは,唯 美主義の香 りを漂わせた交響楽のプレリュー

ドをライラックの淀んだ香 りでスター トさせるのである。 この薄紫色の花は,以 下,次 の

ような順序で登場す る。

Thewindshooksomeblossoms'fromthetrees,andtheheavyZμ α6・

ゐZoα 卯 ∫,withtheirclusteringstars,movedtoandfrointhelanguidair.ω
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LordHenrywentouttothegarden,andfoundDorianGrayburyinghis

faceinthegreatcoolZゴ ♂α6.ゐ♂o∬ozη∫,feverishlydrinkingintheirperfume

asifithadbeenwine.㈲

Hewasbare・headed,andtheZ8α η65hadtossedhisrebelliouscurlsand

tangledalltheirgildedthreads.{1⑤

DorianGraylistened,open.eyedandwondering .ThesprayofZfZα6fell

fromhishanduponthegrave1 .㈲

℃ertainly.TheParkisquitelovelynow.Idon・tthinktherehavebeen

such1記 α65sincetheyearImetyou .'(181

画家バ ジルはヘ ンリー卿に 自分が描 いた ドリア ソの肖像画をひ との眼にさらした くない

理 由を告げ よ うとす る。それは 自分の魂 の秘密をその肖像画に表わ して しまったとい うこ

となのであるが,ヘ ンリー卿がその秘密 について画家バジルか ら詳 しく聞 きだそ うとす る

時・重たげなライ ラックの花が物憂い空気の動 きにつれて左右に揺れ るのである。 この時,

ヘン リー卿 はまだ ドリアン ・グレイに会 ってはいなか ったが,彼 は叔母のアガサ夫人か ら

ドリアンの ことを非常に真面 目で美 しい性質の持主でイース トエン ド貧民窟救済事業を助

けて くれ る素晴 らしい青年 であると聞いていた。その青年の名が ドリアン ・グレイだった

のである。ヘ ン リー卿 は次のよ うに想像 していた。

Iatoncepicturedtomyselfacreaturewithspectaclesandlankhair ,hor.

riblyfreckled,andtrampingaboutonhugefeet .u9

画家バジルはヘン リー卿の ドリアンに対す る悪影響を懸念するが,や がて二人は ドリア

ンに遭遇するのである・ヘ ンリー卿は一 日見 るな り次の ように直感 した
。

Therewassomethinginhisfacethatmadeonetrusthimatonce 。AIIthe

candourofyouthwasthere・aswellasallyouth'spassionatepurity .Onefelt

thathehadkepthimselfunspottedfromtheworld.⑳

俗世間の汚濁を一点 も身に受けず にきた人間のよ うに思えたのであ る。ヘン リー卿 の現

実ばなれの したオ リーブ色の顔,そ のやつれた表情,低 く物憂げな声,冷 た く白い花のよ
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うな手,そ して その手 は彼 が ものを言 うにつ け音楽 の よ うに流れ 動 き,彼 の発す る言葉 を

助 長 して い るので あ る。 またそれ は唯美 主義 の甘美 な調べ を奏 で なが ら ドリア ンの脳裏 深

くくい込み,頭 脳 を混乱 させ て い くの であ る。 ドリア ンは,こ の逆説 の多 い言葉 に妙 に震

動 を感ぜ ざるを得 な い。 そ して彼 の人生 は,突 然,焔 の よ うな色彩を 帯び る よ うにな る。

Lifesuddenlybecamefiery・colouredtohim.Itseemedtohimthathehad

beenwalki血ginfire.⑳

ドリア ソ ・グレイは大 きな冷 たい ライ ラックの花 の中に顔 を埋ず め る。 そ して ワイ ンで

も飲 むか の よ うに ライ ラ ックの香 りを夢 中 に吸 い込 む ので あ る。ヘ ン リー卿 は さ らに言 葉

を 続け た。

`N
othingcancurethesoulbutthesenses,justasnothingcancurethe

sensesbutthesou1.'囲

ライ ラックの葉は,花 の中に顔 まで埋ずめ,感 覚に よって魂を癒すべ く夢中になって ラ

イラックの香 りを吸いこんだ ドリア ソの髪 の毛をかき乱 し,黄 金の糸を もつれ させる。最

初に淀んだ香 りを運んで きた薄紫色の花は ドリアンの睡 りをす っか り醒 まして しまった。

まさに,ラ イラックの香 りは,唯 美主義の象徴であ り,し かも唯美主義者ヘン リーに示唆

された ドリアンは,次 第にナル シズム的空想に取 り愚かれ る。

AndBeautyisaformofGenius・ishigher,indeed,thanGenius,asitneeds

noexplanation.Itisofthegreatfactsoftheworld,likesunlight,or

spring.time,orthereflectionindarkwatersofthatsilvershellwecallthe

moon.Itcannotbequestioned.Ithasitsdivinerightofsovereignty.It

makesprincesofthosewhohaveit.㈱

Live1LivethewonderfulIifethatisinyou!Letnothingbelostuponyou.

Bealwayssearchingfornewsensations.Beafraidofnothing_...Anew

Hedonism・thatiswhatourcenturywants.Youmightbeitsvisiblesyrn.

bo1.Withyourpersonalitythereisnothingyoucouldnotdo.⑳

ヘ ンリー卿 の言葉は とどまるところを知 らない洪水の ように,ド リアンの心の中に流れ

込んでい った。人間の持つ若さ,永 遠の美,歓 喜の叫び,こ れ らが衰えゆ く寂 しさを思 う
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と醜悪 さと悲劇性ゆえに,冷 たい戦標が走るのである。 真 の 人 生,充 実 した 人 生 とは

`Y
outh'な のだ とまで考 えるに至 った ドリア ンは,握 りしめていた ライラヅクの小枝を思

わず砂利の上に落 としてしま う。言いあらわ しようのない新 しい感情が ドリアンの心を支

配 していった。やがて ドリアンは 自分 の肖像画 と対面す る。それは歓喜の瞬間であった。

これ まで一度 も感 じた ことのない気持ちに驚異の念を抱いて彼は立ちす くんでいた。自分

は こんなにも美 しいものか とい う気持ちが彼の全身を包んでい くのと同様にヘン リー卿 の

言葉の意味がいま実感 となって ドリアンを恐 う。そ して彼は 「自分のかわ りに年老いてい

くのが,こ の肖燥画であれぽ,ど んな代償 も惜 しまない……」 と眩いた。

`H
owsaditis!Ishallgrowold,andhorrible,anddreadfu1.Butthispicture

willremainalwaysyoung,Itwillneverbeolderthanthisparticulardayof

June… …Ifitwereonlytheotherway!IfitwereIwhowastobealways

young,andthepicturethatwastogrowold!Forthat・forthat.Iwouldgive

everything1Yes,thereisnothinginthewholeworldIwouldnotgive1

1wouldgivemysoulforthat1'㈱

しか し,ド リアンは,こ の言葉の意味が どうい う結果を もた らすのか知る由もなか った。

ヘ ン リー卿 と ドリアンが出て行 こうとした時,バ ジル ・ホール ウォー ドは絵の ところに歩

いて行 き気になることを眩 く。

それはまさに絵の中に自分の魂を注 ぎ込んだ画家の真実の発言であった。

`I
shallstaywiththerealDorian,'hesaid,sadly.㈱

画家バ ジルが自分の中にある魅力的なるものを全て作品に注 いでい くの と同様に,ヘ ン

リー卿は言葉 とい う媒介を通 して ドリアンとい う芸術作品を完成 させてい こうとす るので

ある・ ドリアソが シビルを愛 した時 も,ヘ ン リー卿はバ ジルが感 じたほ どの苦痛を味わい

は しなか った。む しろ 自分の発 した言葉によって,ド リアン ・グレイの魂が一人の少女の

前にぬかつ くようになったことを楽 しんでいるかのよ うであ った。それは次の表情に表わ

れている。

Hewasconscious-andthethoughtbroughtagleamofpleasureintohis

brownagateeyes・thatitwasthroughcertainwordsofhis,musicalwords

saidwithmusicalutterance,thatDorianGray'ssoulhadturnedtothiswhite

girlandbowedinworshipbeforeher.⑳
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これ 以後,し ば ら くライ ラ ックの花 は プ ロ ッ トか ら影 をひ そめ る。ヘ ン リー卿 がバ ジル ・

ホール ウォー ドの ア トリエで始 めて ドリア ンに会 った時,ラ イ ラ ックの淀 んだ香 りはあた

りにた ち こめ ていた。 そ してそれ は,は にか み屋 の控 えめ な少年 で あ った ドリア ンを誘 惑

す る悪 の匂 いで あ った。 悪 な るが ゆえ に美 し く,そ の美 しさで もって人 々を迷わす ライ ラ

ックの香 りは,ド リア ソの魂を 癒 し彼 の性 質 を草花 の よ うに開花 させ たので あ る。 そ して

そ の新 しい感性 を持 って ドリア ンは恋 をす る。 これ以後,10年 を経過 す る まで ライ ラ ック

はそ の姿を 隠蔽す る。10年 後,ヘ ン リー卿 は,ハ イ ドパ ークに咲 くライ ラ ックの見 事 さに

驚 嘆 の感 を抱 くのであ るが,ち ょ うどそれは ドリア ンが も との機 れを知 らぬ純 真 なぼ らの

よ うに 白い少年 時代 に戻 りた い とい う激 しい渇望 を いだ いた時期 であ った。 この10年 の 月

日の間に ドリア ンは二 つ の大 きな罪 の意 識 に さいな まれ て いた。一 つは シ ビル の 自殺 で あ

り,も う一 つは画 家バ ジル を殺 害 した こ とで あ った。感覚 に よって魂 を癒す た めに恐怖 の
㈱

魔窟へ行 きアヘンを吸 った り,一 冊の黄色い本を熱読 した り,猟 に行 って忘れ ようとした

が全ては無駄であ った。 ドリアンが 自分 の肖像画を見る と,実 際の ドリアンの顔は永遠 の

若 さを保っているに もかかわ らず,肖 像画の顔は醜悪 とな り,グ ロテス クなぶ ざまな影を

落 としていた。肖像画の手についた真紅の血痕は,以 前にもまして鮮やか さを増 し,し た

た るばか りの血の鮮烈 さが ドリアンを恐怖 の底に落 としていった。 ドリアソは善行を行な

お うと決意す る。そ して シビルによく似たヘ ッティとい う一人の少女を愛するよ うになる

が,同 じ花の ような姿のままに してお こうと駆落ちすることをやめにす る。 しか しヘ ンリ

ー卿はその ささいな自己犠牲が罪悪だ と ドリアソに告げるのである。そ して肖像画 も ドリ

アソの善行に対 して何の変化 も示 さなかった。まるで背徳性を刻々反映す る倫理的な鏡の

よ うであ り不快な歪みは増々,醜 悪 さを増すのである。 自分は善行に より変わ った と主張

す る ドリアンにヘ ソ リー卿は次のよ うに述べ る。

`Y
es:youarethesame.Iwonderwhattherestofyourlifewillbe.Don't

spoilitbyrenunciations.Atpresentyouareaperfecttype.Don'tmake

yourselfincomplete.Youarequiteflawlessnow.Youneednotshakeyour

head:youknowyouare.⑳

ヘ ン リー卿 は この頃 に ハイ ドパ ー クで咲 き誇 る ライ ラ ックを見 るので あ る。す なわ ちヘ

ン リー卿 に とって ライ ラ ックの開花 は ドリア ンの永遠 の若 さの象徴 の よ うに考 え られ る。

立野 正裕 氏は 「ユ リイ カ(青 土社,1980年9月1日 発行)」 の 中で,ヘ ン リー卿 の考 え

に触 れ てrヘ ン リーのい う 「永 遠 の美 と若 さ」 とは,な に よ りも,外 界 と内界 の両方 に

関わる統合的な感受性を繊 ず刷新し深化拡大してゆく過程を鰍 するにほかならな馬

と述べ て い る・ その意 味で は,ヘ ン リー卿 に とって ライ ラ ックが見 事 に咲 き誇 った と感 じ
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たのは,彼 が ドリアソの自己を変革 し,永 遠の美 と若さを保持 させた と思った 自己満足で

あろ うと推定できる。それに比べて ドリア ンは若 く美 しい外貌 とは うらは らに自分の内面

のおぞましさを如実に見 るのであるか ら,ラ イ ラックの見事な開花 の時期に,ぽ らの よう

に白い少年時代に戻 りたい と感 じたのは,当 然の成 り行 きの ように見える。それにしても,

ライラックに始 まりライラ ックの見事な開花で終焉 の予告を しているのは,何 とも因縁 め

いた ものを感ぜずにはおれない。

また ワイル ドが この作品の中で取 り扱 った花あるいは花に準ず るものは次の ようなもの

がある。

acanthus・leaves;apPle;apPle-blossoms;apricot;asphode1;carnations;cher・

ries;clematis;convolunlus;dahlia;daisy;pink・petalleddaisy;whitedaisies;

flowers;frangipanni;hill.flowers;purple・lippedirises;yellowjonquils;

Jasmine;labumum;honey・colouredblossomsofalaburnum;1ilac;lilacs;

lilacblossoms;1ilacblanc;whitelily;water.lilies;1ilies;lotus・blossoms;

lotus-coveredNile;fleursdeIys;whitenarcissus;orange;orchid;orchids;

orris-root;pine・apple;goldenpomegranates;TheStreetofPomegranates;

dottedpomegranates;poppies;rose;palerose;roses;redroses;fadedroses;

yellowandredroses;redandwhiteroses;sulphun-yellowroses;goldroses;

whiteanddamaskroses;strawberries;pink.floweringthorn;strippedtu・

lips;tulips;parrot。tulips;vegetables;violets;ParmaViolets;woodbine.

このよ うに非常に多 くの花や植物が作品の中に表われ る。そ してそれ らはライラックに

代表 されるよ うにいろいろな形で登場人物にかかわ りを持ち,少 なか らぬ影響を与えてい

る。代表的な ものを とりあげてその花の特性,象 徴性を調べなが ら作品にどのよ うなかか

わ りを持つか考察を進めることにす る。

本 文(H)

ワイル ドがT%6 .Pゴ伽r6{ゾDoア 勿 πG7α ッ の 中に用 いて い る花 は35種 類 あ るが,本 文

(1)に 引用 して い るよ うに,単 数,複 数,ま たは 同種類 で あ るが色 の違 う花 な どを考慮す

る と約60種 類 に も及ぶ 。 まるで7肋P∫6彦 躍 θげDoγ 毎ηGγ αツ は19世 紀 末 の花園 で あ る。

こ こでは,ア ル ファベ ッ ト順 に考 察を進 め る こ とにす る。

a)asphodel,yellowjonquils,whitenarcissus

作品 の中 には,次 の よ うな順 で登 場す る。
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Itseemedtomethatallmylifehadbeennarrowedtooneperfectpointof

rose・colouredjoy.Shetrembledallover,andshooklikeaτ 肋 ゴ'6η απ ゴ∬ π∫.(3D

Ihadburiedmyromanceinabedofα51娩046乙 幽

Summerfollowedsummer,andtheッ8〃oω ブo刀g祝 ゼZ∫bloomedanddiedmany

times,andnightsofhorrorrepeatedthestoryoftheirshame,buthewas

unchanged.鮒

ドリア ソは シ ビルにつ いて純 白のnarciSSUSの よ うに揺 れて いた と表 現 して い るが ・ワ

イル ドは この言葉 の背 景 に,r水 面 に映 る 自分 の姿 に見 とれ て思わず 身 をの り出 し,水 中

に落 ち て死 ん だ美少年 が この花 と化 した とい う』伝 説 を意識 して いた と想定 で きる。 また

asphodelに つ いては,ギ リシャ神 話 では極楽 に咲 く不死 の花 とい う意味 でヘ ン リー 卿 の

科 白に一・致 して いる よ うに思 え る。jonqui1は 黄 ず いせ んの意味 で,そ の花 言葉 は・Ide・

sireareturnofaffection(愛 筐1のお返 しがほ しい)で あ り,シ ビル に対す る 愛情 がjon-

quilと い う言葉 の背 景に あ る よ うに推定 で きる。

b)da1塾1ia

ドリア ソが 自分 の恋人 シ ビルを ヘ ソ リー卿 や バ ジルに紹 介す るため に連れ て い った劇場

の中を表 わす 場面 にdahliaが 使 われ て い る。

Theheat引wasterriblyoppressive,andthehugesunlightflamedlikeamon-

strous4α1漉 αwithpetalsofyellowfire.鵬}

大 きな太陽光が黄色い焔の花弁をつけた巨大なダ リアのように輝いていた。 と記 されて

い るが,雑 踏す る場末の街路にあるギラギラした劇場の雰囲気がdahliaと い う言葉に よ

って とても リアルに感 じられ るQ

C)Daisy

Thesunlightslippedoverthepolishedleaves.Inthegrass,ω 乃ゼ`64α ゼ5ガ8∫

WeretremUlOuS.⑳

LordHenrysmiled,and,leaningdown,pluckedaノ)伽 た・ρ8彪 〃6d4α ゴ5ッfrom

thegrass,andexaminedit.儒)

`Y
es,sheisapeacockineverythingbutbeauty,'saidLordHenry,pulling
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the♂ αゼ∫ッtobitswithhislong,nervousfingers.㈲

`L
aughterisnotatallabadbeginningforafriendship,anditisfarthe

bestendingforone,'saidtheyounglord,pluckinganother4α ゼ∫こy.㈹

OnatinysatinwoodtablestoodastatuettebyClodion,andbesideitIay

acopyofLθ5C8窺 ム 肋 η6〃85,boundforMargaretofValoisbyClovis

Eve,andpowderedwiththeg漉4α ゼ5ゴθ5thatQueenhadselectedforher

device.ω

この ように純白の雛菊,ピ ンクの花弁をつけた雛菊,金 色の雛菊など,非 常に色 どり豊

かな雛菊が表われる。第一章 に出て くる雛菊は庭に咲いているものであるか らおそ らくイ

ギ リスの野生の花 の一種であろ うと推定 される。 しかもイギ リスでは冬を除いて陽が射す

ときに咲 くものであるがゆえに,た いへん古 くか ら親 しまれている。それだけに第一章の

淀んだ重苦 しい退廃的雰囲気の中にあって小 さなさわやかさを与えて くれる。 しか し何か

危険で妖 しいイメージがつきまとうヘソ リー卿が,バ ジル と話をす る時,よ く雛菊にさわ

った り,花 弁をひ っぱるが,そ のヘン リー卿の妖花のイメージは,小 さなさわやかな雛菊
幽

に比 して,と て も対照 的で あ る。 ち なみにDaisyの 花言葉 がinnocenceで あ る とい うこ

とも付 加 して お こ う。

d)iris(fleurdelys)

`Ah!b
utwhatdoyoumeanbygood?'criedBasilHallward,

`Y
es,'echoedDorian,leaningbackinhischair,andlookingatLord

Henryovertheheavyclustersofρ πηり♂6・Zψρ ε4〃 ゴ∫θ∫thatstoodinthecentre

ofthetable,`whatdoyoumeanbygood,Harry?'㈱

ドリア ン,ヘ ン リー卿,そ してバ ジル の三 人 が善 良 とい うもの に対 す る議 論 を展開 して

い る。 ドリア ンは 机上 の紫 の アイ リス ご しにヘ ン リー卿 を見 す えて い る。 アイ リスが ギ リ

　
シャ語で虹を疑人化 した言葉であるとするな らば,第 十七章で七つの大罪を口にするヘ ン

リー卿をアイ リスが啓示 しているように推定できる。またfleurdelysは いつ れ も この

作品の中に次の ような形で登場す る。

booksboundintawnysatinsorfairbluesilks,andwroughtwith/Z6麗 プ54θ

Zッ5,birdsandimages;(婦
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dalmaticsofwhitesatinandpinksilkdamask,decoratedwithtulipsand

dolphinsand/7{gz6プ ∫464y5;(⑯

またfleurdelysは フ ランス王室 の絞 章 に な って い る花 の こ とで もあ り,花 言 葉 は
　

flame,aristocracyで あ る 。

e)Iily

Herbodyswayed,whileshedanced,asaplantswaysinthewater・The

curvesofherthroatwerethecurvesofa・ ω 雇 診8ZげZツ.Herhandsseemedto

bemadeofcoolivory.但8)

HugecartsfilledwithnoddingZゴZげ6∫rumbledslowlydownthepolished

emptystreet.Theairwasheavywiththeperfumeoftheflowers,andtheir

beautyseemedtobringhimananodyneforhispain.㈹

シビルの揺れ動 くさまは,水 中の草花のよ うであ り,咽 喉の線は,白 百合の曲線のよ う

であ る。そして彼女の発っした言葉は,歓 喜の表情のみ られない態度 と相乗効果を くり返

し,ド リアンの気持ちを愕然 とさせる。 ドリアソは芸術性をな くした シビルに全 く魅力を

感 じな くな り,自 分の冷めた気持 ちをまぎらわすかのよ うに街路をさ迷 う。 コヴェン トガ

ーデソ近 くで見た大 きな荷車に積まれた百合が,揺 れ るたびに首を振 っているさまは,ま

るで優雅な シビルのよ うである。百合か らでる香 り高い,夏 の空気を甘 く包む香 りが・か

えって ドリアンの心をむせかえす ような臭気 として漂 う。百合の美 しさにのみ苦痛を鎮静
ロウ

しよ うと努 力す るが無駄 で あ る。 ち なみ にlilyの 花言 葉 はpurityandsweetnessで あ る

f)orchid

ビク トリア女王 の時 代は蘭 栽培流 行 の絶頂期 で あ り,裕 福 な人 々の間で趣 味 として広 が

っていっ廻。 この小説 π,Pげ 伽 。けD漁G鰐 の中では次のよ うに登場する。

Therewereinitmetaphorsasmonstrousasoπ 痂45,andassubtlein

colour.國

`Y
es・Harden.YoumustgodowntoRichmondatonce,seeHardenper・

sonally,andtellhimtosendtwiceasmanyoプ6雇4∫asIordered,andto

haveasfewwhiteonesaspossible.Infact,Idon'twantany脚 ん露60η65.尉
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ドリアンは,画 家バ ジルを殺害 した後,そ の死体の証拠 いん滅を彼の友人,ア ラン ・キ

ャンベルに依頼す る。 アランがいやいやなが ら承諾 した時,ド リアソは,召 使いのフラン

シスに,セ ル ビーに蘭を届けるよ うに頼むのであるが,そ の時 ,白 いのは一本 も欲 しくな

い と言 う。 この科 白の背景には,当 時の ビク トリア社会 に対す るワイル ドの抵抗があるよ

うに想定 される。彼は,た くさんの色あいの,香 りの良いものを ドリアンの科白の中で用

いたか ったのであろ う。それは,薬 品に よる死体消却の悪臭を消す効果を も含んでいるか

らである。あるいは当時の貴重な宝物 と思われていた うす青 い蝶が群れ集 まったよ うな青
　

い蘭を登場 させたかったのか もしれない。

ワイル ドは学生時代に自分 の部屋をbluechinaで 装飾 した ぐらいにblueと い う色に,

執着心を持っている。いずれに しても,ど のよ うな花の色か解か らない ところにこの小説

と同様の神秘性が漂 うのであ る。またorchidと い う語は,公 爵夫人 と話すヘ ンリー卿の

科 白の中にも表われ る。

`M

ydearGladys,Iwouldnotaltereithernamefortheworld.Theyare

bothperfect.Iwasthinkingchieflyofflowers.YesterdayIcutanoπ 痂4,

formybuttonhole.Itwasamarvellousspottedthing,aseffectiveasthe

sevendeadlysins.鯛

七つの大罪に劣 らぬ効果的 な花 とい うように,蘭 を象徴的に使 いなが らワイル ド独 自の

芸術論を展開 してい くのである。

9)Pomegranate

ざ くろとい う言葉は,ワ イル ドを非常に象徴的に表わ している言葉 である。そのイ メー

ジに連想 され る妖 しい魅力は,ま さに彼の小説 のイメージでもある。 さて7偽6Pゴ6頗76

0fDo7彪 ηG矯 ツの中に表われ るざ くろの花は,ド リアンが画家バ ジルを殺害 したその翌

日,自 分の気持ちを鎮静す るために開いた本の表紙の模様 として登場する。

Thebindingwasofcitron.greenleather,withadesignofgilttrellis.work

and40吻4ρ ・物9プ α編65.(弱 〕

またヘン リー卿 は ドリアンが気に入 りそ うだ として黄色い本を彼に送付す る。 この本の

影響は絶大であった。彼は,醜 悪 さを増す 肖像画 と自分の美貌を対比 しなが らます ます魂

の堕落 に興味を持 ちは じめた。そ して,人 生を最高の芸術 としてとらえ可視的 な世界に魅

かれてい く。教会 の儀式に関す るものに も興味を もち,特 に法衣に対 して執心 してい くの

である・彼が持 っている大法衣には,金 色のざ くろの模様がつ いている。
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Hepossessedagorgeouscopeofcrimsonsilkandgold,threaddamask,fig・

uredwitharepeatingpatternofgoZ48π メ》o〃zθgプαηαオ6∫setinsixpetalledfor.

malblossoms,beyondwhichoneithersidewasthepine・apPledevicewrought

inseed-pearls.㈲

そ して最後にざ くろが登場するのは,ド リアンの生活に多大な影響を及ぼ した小説の中

である。

__andthen,inalitterofpearlandpurpledrawnbysilver-shodmules

beencarriedthrough〃268〃68オ ρヅ1)oηzθ9プ α刀α'6∫toaHouseofGold,and

heardmencryonNeroCaesarashepassedby押

このtheStreetofPomegranates(ざ くろ並木)は,ワ イル ドの童話7劾 躍 ∫hθ7辮侃

αη4功 θ80厩 の中 に も表 わ れ る。また,ざ くろは ギ リシャ神話 では,酒 神 デ ィ:オニ ュー ソ

スが ゼ ウス の妃 ヘ ラーに捕 え られ,そ の身 を八裂 に され た時,彼 が流 した血 が大地 に浸み

(59

こんで芽 生 えた とされ てい る。 それ ゆえ に燃 え る よ うな赤 い花 が咲 くと考 え られ て きた。

ドリア ンがバ ジル殺 害直 後 に開い た本 の表 紙 の赤 い ざ くろは,ま さにバ ジルの血 の象徴 と

思 え る。

h)Rose

ワイル ドはRoseと い う語 を使 う時 に,ヨ ー ク家 の白バ ラや ランカス ター家 の紅 バ ラ,

あ るいはヘ ン リー 皿世 の愛人 で あ った ロザ ム ン ドの墓 を覆 うバ ラ,ジ ャ コバ イ トの 白バ ラ

な どが 意識 の底 にあ った のか も しれ ない。 序 です でに 述べ た よ うにRoseとNightingale

とい う,関 わ りにつ いては,ワ イル ドは明 らか にペル シャ伝説 を意識 していた こ とや,今

まで の花 の考察 か ら推 定す る と一 般的 なバ ラでは な くて,名 前 は記 して いな いが優秀 なバ

ラの 品種 を 脳裏 に描 きな が ら登場 人物 の 中に織 り込 んでい った と推測 で きる。 あ るいは,

部屋 の生花 を毎 日,取 り替 え なが ら 刀乞8Pゼo伽78ρ1Do万 αηG7α ツ を 書 き上 げ てい った

とも考 え られ る。 それ は 第十 七章 で ヘ ソ リー卿 が,自 分 の胸 飾 りに,「 ロ ビソ ソニア ーナ」

とい う一輪 の優 秀 な品種 の蘭 をつけ て いる こ とや,ワ イル ドが ヘ ン リー卿 の科 白を借 りて,

美 しき名 を与 え る こ とが 大切 であ り,名 こそ全 てで あ る と考 えてい る こ とか ら考察 して も,

この小説 の 中に用 い られ て い るバ ラはROseと い う言葉 に代表 され ては い るが,多 種 多様

の優 秀 な品種 であ ろ うと思われ る。 ヘ ソ リー卿 の科 白は,次 の通 りであ る。

`M

ydearGladys,Iwouldnotaltereithernamefortheworld.Theyare

bothperfect.Iwasthinkingchieflyofflowers.YesterdayIcutanorchid,
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formybuttonhole.Itwasamarvellousspottedthing,aseffectiveasthe

sevendeadlysins.InathoughtlessmomentIaskedoneofthegardeners

whatitwascalled.HetoldmeitwasafinespecimenofRo∂ 伽 ∫oπ ガαηα,or

somethingdreadfulofthatkind.Itisasadtruth,butwehaveIostthe

facultyofgivinglovelynarnestothings.Nameareeverything .Ineverquar-

relwithactions.Myonequarreliswithwords.ThatisthereasonIhate

vulgarrealisminliterature.Themanwhocouldcallaspadeaspadeshould

becompelledtouseone.Itistheonlythingheisfitfor.'60}

また 多 くのバ ラが登場 す る理 由の一・つ として,シ ェイ クス ピアの影響 が考 え られ る。

安 部薫 氏は,そ の著 「シ ェイ クス ピアの花 」 の中で,rシ ェイ クス ピアの作 品 に も バ ラ

は最大 の頻 度 で登場 す る。 数 えた人 の話 では七 十 回以上現 われ るそ うで,ユ リが二 十三 回,

の
ス ミレが十九 回なの に比べ て も,き わ め て多 い といわ なけれ ぽな らな い。』 と述べ てい る。

更 に安 部氏 は,前 掲書 の 中で,rシ ェイ クス ピアは赤 花 と白花 を と り合わ せ る こ とに よ っ

て色彩 的 な美 し さを考案 したばか りで な く,香 りの面 で も,タ イ テー ニアを楽 しませ る工

夫 を して いる。 アル ウェ ンシス の花は香 りが 高 く,か つ 夜 よ く匂 うそ うだ し,エ グ ランタ

　
イ ンは葉 に芳 香が あ り,と くに雨 あ が りに よい香 りが す る とい うことだか ら。』の よ うに述

べ,シ ェイ クス ピアが,彼 の作 品 「真夏 の夜 の夢」 で妖精 の女王 タイ テ ーニ アが憩 う場所

に,い か に工夫 を こ ら して いるかを 力説 して い る。 これ らの こ とを考 えあわせ る と,シ ェ

イ クス ピアの影 響 を受 けた ワイ ル ドが 小説7漉 .P∫6伽ア8(ゾDo万 αηG7α ッ の中 に最 大 の

頻 度でバ ラを と り入れ た の も不 思議 では ない。 しか も ドリア ンの恋人 シビルが 演ず るの は,

ジ ュ リエ ッ トで あ リイ モ ージ ェン で あ り ロザ リン ドなので あ る。 さて7偽6 .腕6伽 紹 げ

D万 αηGプ αッ の 中に登場 す るバ ラにつ いて考 察を進 め た い。 バ ラそ の もの ,す なわ ち植物

として使わ れ てい る もの は,次 の よ うな もの があ る。 なお,順 序 は本文 中 の登場 順 とす る。
(63)

a)therichodourofγo∫8 . 　
b)theheavyscentoftheアo∫6∫.

c)Alonglineofboyscarryingcratesofstripedtulips
,andofッ θ〃oτ σ αη4784

ア。、,野

d)ThewarmairseemedIadenwithspices .Abeeflewin,andbuzzedroundthe

blue-d・ag・nb・wlth・t,fil1,dwith吻 伽 ツ。〃。ω_
,,t。 。db。f。rehi謹

く　り
e)Yetthe7056∫arenotIesslovelyforallthat

.

f)mu・deredb・dyw・ ・c。v。,edwith_byah。,1。twh。h。dl。v,dhi謹

9)dipPinghi・whit・fingersint_ed,。PPerb。wlfill。dwithプ 。、。一ωα調

上 記 引 用 の 中 でsulphur・yellowrosesに つ い て 言 及 し た い 。sulphur.yellowrosesの 花
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㈲

の色は白でも紅で も,19世 紀末に爆発的に栽培 された ピ)ζク色でもない6イ ギ リス原産で

もないよ うに思える。 ワイル ド自身が創造 したものかあるいは,暖 かい 日射 しによって変

光 して見えているものと想定するζとがで きる。 シビルに対す る罪の意識が,す っか り洗

い流 された と思 っている朝,ド リアンは肖像画の歪んだ変化 も忘れていた。暖かい 日和が

ドリアンの心の平静を保 っているが,青 い杯 と緑黄色のバ ラ,そ してその周 りを飛びまわ

る蜂の捻 りが,前 途を暗示 してい るよ うである。 もしバ ラの色が変色 しているとした ら,

肖像画の ことを忘れかけた ドリアンに,罪 の意識を再認 させているよ うに推定 される・次

にバ ラが色彩的に用い られている例を取 りあげて見る。 なお順序は,本 文中の登場順であ

るo
㈲

a)70∫{3一 ア64youth.

㈱
b)プo∫8一 惣り1ら髭θboyhood.

σ3}
c)Timeisjealousofyou,andwasagainstyourliliesandyour70∫6∫.

d)Theredcandle.shadesstainingtoa万6乃 θプ70∫6thewakeningwonderof

㈲

hisface。

(75)

e)lipsthatwereliketheρ86α ♂5qプ α プo∫6.

個
f)woundsarelikeア8470∫ θ5.

㈱
9)Theskyabovewaslikeaノ α46♂ プo∫θ.

σ8}
h)A70∫6shookinherblood,andshadowedhercheeks.

σ9)

i)Herhairclusteredroundherfacelikedarkleavesroundaρ αZ6γ056.

(㎝

j)Allmylifehadbeennarrowedtooneperfectpointof70∫ θ・60Zoπ764ブoッ.

k)Afaintblush,liketheshadowofa70∫8inamirrorofsilver,cametoher

(81)

cheeks.

(8助

1)Itsr86α η4ω1漉8プo∫ θ∫woulddie.

〔働

m)Goldhair,blueeyes,and7058ヂ θ4Zψ5.

n)MarcoPolohadseentheinhabitantsofZipanguplace70∫6-60♂oπ7θ4ρ6α プZ5

(8の

inthemouthofthedead.

o)Aflowerwasinherrighthand,andherleftclaspedanenamelledcollarof

(85}

測 痂 渉8α η44α 吻 α∫た アo∫8∫.

186}

P)ノ 物fα61{ヲ ァo∫θ.

{8⑳

q)γo∫ ε一γθ6Jibises.

r)Hefeltawildlongingfortheunstainedpurityofhisboyhood-his7058一 ω 乃露8

〔{塗)
boyhood.

上記 引用 につ いて考察 してい くと,空 が色 あせ たバ ラ色で あ った り,パ ラが少 女 シ ビル

の血 の 中で踊 り,頬 に赤 い影 を落 とした り,全 生命 がバ ラ色を帯 び た喜び に疑集 した りす
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る よ うに様 々 なRoseの 使 い方 を発見 す る。 そ の中 で もrose・whiteboyhoodと い う語 が

二 回登場 す るが,こ の語 につ い て調 べ てみ たい と思 う。

ヘ ン リー卿 が,初 め て ドリア ンを見 た時 に感 じた素 朴 な姿 と,10年 経 過 した今,ド リア

ンが過 去 を振 り返 りなが ら,あ の少年 時代 の穣れ を知 らぬ純 真 な時代 に戻 りた い とす る激

しい渇望 を,バ ラの よ うに 白い少年 時代 とい う言葉 が 実に象徴 的 に表現 してい る。

シェイ クス ピアが,「 お お!五 月のバ ラ よ!」 とい う言葉 に,オ フィー リアに対 す る 情

　

愛 を凝縮 した よ うに,ワ イル ドはrose-whiteに 純 真 無垢 な姿 を映 し出す ので あ る。 また

バ ラが,5月 頃か ら8月 にか けて 咲 く夏 の花 で あ る とす れ ば,短 期 間 に萎 れ て い くバ ラの

姿 が ドリア ンの少年 時代 に投影 して,も の悲 しさを感 じさせ る。

i)tulip

まず 最 初 に,こ の作品 の中 にチ ュー リップが登場 す るのは,ヘ ン リー卿 の書斎 の中で あ

る。唯 美 的 ム ー ドが漂 うこの部 屋 の中 にあ って,こ の新鮮 な明彩色 の花 は ロン ドンの杏 色

の 日光 に輝 いて毅 然 として いる。 そ して ご く限 られ た上流 社会 の イ メージを想 い起 こさせ
〔901

るo

Oneafternoon,amonthlater,DorianGraywasrecIininginaluxuriousarm-

chair,inthelittlelibraryofLordHenry'shouseinMayfair.Itwas,inits

way,averycharmingroom,withitshigh-panelledwainscotingofolive.

stainedoak,itscream・colouredfriezeandceilingofraisedplaster.work,and

itsbrickdustfeltcarpetstrewnwithsilklong.fringedPersianrugs.Onatiny

satinwoodtablestoodastatuettebyClodion,andbesideitlayacopyof

五 θ∫C8窺2V∂ πτ6〃8∫,boundforMargaretofValoisbyClovisEve,andpow.

deredwiththegiltdaisiesthatQueenhadselectedforherdevice.Some

largebluechinajarsandメ 》α770≠ ・'〃f」ρ∫wererangedonthemantelshelf,and

throughthesmallleadedpanelsofthewindowstreamedtheapricot・coloured

lightofasummerdayinLondon.㊧1)

次にチ ュー リップは,花 壇に咲いている花 として作品の中に表われ るが,初 めに登場 し

た数に比べれば,か な り多い ようであ る。それは真赤に映えて,火 の環が震えているよ う

である。

The彦 麗Z砂 一6θゐacrosstheroadflamedlikethrobbingringsoffire.Awhite

dust,tremulouscloudoforris・rootitseemed,hunginthepantingair.The

brightly・colouredparasolsdancedanddippedIikemonstrousbutterflies.團
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シ ビルは 自分 の気 持 ちが うま く弟 に通 じない こ とに少 しい らだ ちを覚 え てい る。 そ して

その気持 ちは真 赤 な チ ュー リップに波及 し,ま るで派 手 な明 るい色彩 のパ ラ ソル が踊 って

い る よ うに象 徴的 に揺れ 動 く。 ワイル ドは,シ ビルの腹立 た しい気持 ちを チ ュー リップで

表 現 して いる よ うに想定 で きる。 そ して最後 に登場 す るのは,ド リア ンが シ ビルに罵声 を

あびせ た後,夜 の街 を さま よい歩 いて い る時 に見 る光 景 の中で あ る。

Alonglineofboyscarryingcratesof5'7ψ84伽Zψ ∫,andofyellowandred

roses,defiledinfrontofhim,threadingtheirwaythroughthehugejade-

greenpilesofvegetables.㊨3>

j)Violet,poppy

ドリア ソは 自殺 した シ ビルの ことを 聞い て 自分 が殺 したか の ご と く,自 己を責 め苛む が,

や が て,そ れ が ドリア ンに とってはひ とつ のギ リシャ悲劇 の よ うに思えて くるので あ る。

一▲つ の記憶 をpoppyに よって忘 れ よ うとす る ドリア ンにヘ ン リー卿 は次の よ うに 述べ る
。

`I
mustsow1うoブ)μ6∫inmygarden,'sighedDorian.

`Th
ereisnonecessity,'rejoinedhiscompanion.`Lifehasalwaysメ)oρ1う ゴε∫

inherhands.Ofcourse,nowandthenthingslinger.Ionceworenothing

but切oZ6`5allthroughoneseason,asaformofartisticmourningforaro,

mancethatwouldnotdie.(9の

紫 色 に咲 き誇 るこの高貴 な ヴ ァイ オ レ ッ トは,ヘ ソ リー卿 に とって,永 久 に死 に耐 え る

こ とが な い ロマ ンス に対 す る一一種 の芸術的 な喪 章 であ った。

アテネで は,あ らゆ る花 の中 で カーネ ー シ ョン(Carnation,Dianthuscaryophyllus)と
(95}

ヴ ァイオ レ ッ トが 一一番 好 まれ,結 婚 式や そ の他 の儀 式 の時 に は花 冠 に して身 につ け られ た。

この よ うに,シ ビル の死 が ギ リシャ悲劇 の一部 で あ る と感 じてい る ドリア ソに対 して,ワ

イル ドは,ヘ ン リー卿 の言葉 を借 りてvioletを 演 出す るので あ る。 また折 しも,シ ビル の

眼 の色 が,eyesthatwerevioletwellsofpassionと い うワイル ド独特 の表現 に作者 の繊

細 な心 理を読 み とる ことが で きる。そ して ヴァイオ レ ッ トは 次の よ うに も使 われ て い る。

Thatevening,ateight-thirty,exquisitelydressedandwearingalargebutton-

holeofPσzη α 麗016'5,DorianGraywasusheredintoLadyNarborough's

drawing・roombybowingservants,㈱
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ア ラ ンキ ャ ンベ ルに死体 の証拠 いん滅 を頼 んだ その 日の午後8時30分,パ ルマ産 ヴ ァイ

オ レ ッ トの大 きな胸飾 りをつ けた ドリア ン ・グレイは,何 もなか ったか の よ うに ナルバ ラ

夫人 の応接 間 に入 って い く。 このパ ル マ産 ヴァイ オ レッ トは とて も名高 く,古 代 スペ イ ン

の ム ーア人 の庭 に源 を もつ と信 じる学者 もあれ ば,イ タ リア経 由で トル コか ら入 って きた
㈹

と考える学者 もある。 また中世の修道院の庭では,「 邪悪な精神 に対 して効力がある」植
({B〕

物 とされ ていた 。 ドリア ソは,自 分 の邪 悪 な精神 を葬 るぺ く,大 きな,し か も,し とやか

さの象徴 と見 な され て きたパ ルマ産 ヴ ァイオ レ ッ トを,も っ とも恐 るべ きこ とを経験 した

その後 に敢 えて使 用 した もの と考 え られ る。

k)そ の他 の花(ア ル フ ァベ ッ ト順)
〔99)

a)embroideredwithheart.shapedgroupsofαcα η彦勧 ∫-Z8α ℃8∫.㈹
b)theα メ)μ ε.6Zo∬o魏 ∫kepttumblingdownonherhair.

(101)

c)Awhite.smockedcarterofferedhimsome6舵 ア万6∫.

(102)

d)purplestarsonthe6♂8ηz{zだ ε.

(loD

e)thestainedtrumpetofaTyrianooπ ηo♂襯Zπ ∫.

(104)

f)Thecommon痂 〃 一ノ70ω8プ5wither,buttheyblossomagain.

(405)

9)Isawherwhitefaceatthewindow,likeastrayofブ α5鯛 伽6.

(106)
h)TheZα 伽7η%卿willbeasyellownextJuneasitisnow.

(lo7)

i)honey-colouredblossomsofa♂ α伽 プη蹴 η.

(108)

j)theordourofZπ α5∂1α η6.

(lo9)

k)thehatZo伽 ∫-coveredNile.

(UO)

1)heavy♂o≠z65一 ゐ10∬oク725.

(111)

m)tremulouscloudofo7プ ゴ∫プbo彦.

(112)

n)alittlecrimsonpyramidofseeded5〃 αiω加 プγゴ8∫.

(113)

o)themoredelicateperfumeofthe〆 》勿 々一プ70ω6プ 伽g訪oプ η.

(114)
P)lovelyω ごz診6プーZゴ1げθ5.

(ll5)
q)thedustygilthornsofstraggling測oo4∂ ゴη8.

ドリア ンが善 行を 行 なお うとして シ ビルに よ く似 たヘ ッテイ とい う少女 を好 きにな る。

そ の純 真 な乙 女の髪 の毛 にふ りか か るapPle・blossom,そ して彼 女 の ジ ャス ミンの小 枝 の

よ うな白 い顔 。 これ らが非 常に 印象的 であ る。 肖像画 の 中の表 情が,終 焉 に おい て点 々 と

したた る真紅 の血痕 の よ うに鮮烈 を きわめ る中 にあ って,そ の コ ン トラス トが実 に鮮 やか

で あ る。 息が つ ま りそ うな結 末 の中 にあ って,ワ イ ル ドが差 しのべた 一服 の清涼 剤 の よ う

に想 定 で きる。
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本文(皿)

以上71姥Pf6如 γθ(ゾDo万 αηGγαツの作中の 「花」についての観察をして きたのであ

るが,ド リアンの悪行 と共にその醜怪の度を深め る肖像画は,特 に35種 類 もの花 と,そ の

香 りに よって,人 の目を覆わ しめるほど醜悪 にはいたっていない。 もし,花 がこの小説 の

中に全 く表われないとしたな ら,醜 悪の度合いは,増 々濃 くな り,読 むに堪 えないほどの

ものとなっていたであろ う。醜悪 な小説の中に美 しい匂 いを漂わせて咲 きほ こる花は,そ

の香 りとともにこの作品を美化 し,醜 と美 とを対照 させて一つの芸術作品に高めていると

思われる。 まさに繊細な芸術家 ワイル ドの面 目躍如たるものがある。彼に とって,花 を象

徴的に使い芸術効果を上げてい くことは,型 破 りの美を嫌 う既成道徳を賛美 した ビク トリ

ア社会への挑戦であ り,35種 類 もの花の色 と,そ の香 りは,灰 色の怪物の ようなロン ドン

社会の浄化を狙 った ものと推察で きよ う。全ては,ワ イル ドの計算の上に成 り立っている

ように思えるのである○

更に,ド リアンが悪の甘美な世界に堕ちてい く時,花 の香 りは,そ の匂 いを強め,こ の

作品に重要 な役 目を果た しているし,ま たそれは,醜 い魂をカモフラージュし,美 しい雰

囲気を漂わせ るための手段で もある。

その他にも花は,こ の小説の季節感を如実に表わ している。春には春の花が咲 き,初 夏

には,そ の頃に咲 く花が咲いている。 ドリアソが,画 家バ ジルを殺害 した11月 以降,ほ と

ん どの花がその姿を隠す。そ して彼が,魂 の平和を獲得す るために肖像画にナイフを突 き

刺 し自らを死に追いやる場面では,も うす っか り花の香 りは消え失せている。色彩的にあ

るのは,肖 像画に被せてあった紫色の覆いのみであ る。 これ らは,当 然,ワ イル ドの機知

に富んだ演出であろ う。

この作品が社会に与えた ショックは,は か り知れないものがあった。そ して彼は,社 会

の批判に答えて,こ の小説の序文で次のよ うに述べている。

Diversityofopinionaboutaworkofartshowsthattheworkisnew,com.

plex,andvita1.(ll6)

Whencriticsdisagreetheartistisinaccordwithhimself.(117)

Wecanforgiveamanformakingausefulthingaslongashedoesnotad・

mireit.Theonlyexcuseformakingauselessthingisthatoneadmiresit

intensely.(118)

Allartisquiteuseless.(119)
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この ように ワイル ドは,自 分の作品が生命力に温れ,そ の作品内に自分の芸術観を注入

(120)

した と語 っているのであ る。 この作品に対す る一般の評価は決 して良いものではないが,

皿 θPゼ6薦78げDoガ απG7αッの中に多種多様の花を使い,醜 と美を対比 させなが ら一個

の芸術を完成 した ワイル ドの,そ の手腕は高 く評価 されねぽならない。

(1)

(2)

(3)

(4)

(5)

(6)

(7)

(8)

(9)

⑩

q1}

(12)
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なった。口をついて出るヘン リー ・ウオ ヅ トン卿の警句 とその快楽主義に,読 者は耳をおおいた

くなったのである。」
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